




























研究目的および対象 

 研究対象および研究目標を明確にするため,研究協力者において,ハイリスク胎児の定義

より考察した。ハイリスクという言葉は英語の High Risk Pregnancyの High Risk を邦

語に訳したものと思われるが,非常に漠然とした言葉であり,広い範囲の疾患を含んでいる。

妊娠・分娩現象は,人間の生物としての生理的営みのひとつであり,大部分の妊娠は正常な

経過を辿るものの,妊娠の母体に対する影響は非常に大きく,常に異常妊娠分娩と変化する

危険性を有している。従って,すべての妊娠が程度の差はあるもののハイリスクであるとも

考えられる。その中でも母体異常・胎児異常を引き起こす率が高い疾患を合併したときハ

イリスク妊娠と呼んでいるが,どのような疾患をこの範時に入れるかということについて

は,その時代および各個人の考え方によって狭くなったり広くなったりする。たとえば,妊

娠中毒症や糖尿病,腎炎などのような合併症をハイリスク妊娠と呼ぶのに異論は無いと思

われるが,前期破水や遺伝性疾患合併などの場合には,発生した妊娠時期や種類によりハイ

リスクの範時に入ったり入らなかったりする。このようにハイリスクという言歯自体が不

明確であるが,われわれに与えられた課題はハイリスク胎児を広く捉え,胎児そのものに異

常がある場合・胎児の環境が悪化している場合・胎児や母体に異常が無くとも早産のよう

に未熟児出生が予想される場合,いずれの場合にもすべて 

胎児に対する危険が存在すると考え、研究の対象と 

することにした。 

 従来胎児は母体子宮内に守り育てられており,子宮内環境が胎児にとって最良の環境で

あるから外部より干渉することは出来ないとする考え方が支配的であった。ところが,これ

まで新生児死亡の最大の原因であった分娩管理が改善され,周産期死亡率が低下してくる

と,さらに周産期死亡率を下げるためには子宮内での胎児異常をも治療しなければならな

くなって来た。また,社会的にも少産傾向が顕著となり,一生の間に 1人か 2人の子供を生

むだけなので,生まれた子供はすべて健康な子供でありたいとの要求が強くなり,患者側か

らも胎児に関する関心も高まってきている。 

 それゆえ,産科側の対応も変化し,胎児適応の帝王切開が増加し,またほとんどの診療所

においても超音波診断装置を備え,妊娠中に胎児の成長を監視する体制が整ってきている。

このように以前とはかなり異なった妊娠管理が行われるようになってきた結果,胎児異常

が発見される率は年々高くなり,また診断される妊娠時期も早くなってきている。ところが,

発見された胎児の異常をどのように治療をするかについては,特定の疾患については進歩



国においても胎児に対する子宮内操作に関心が高まってきている。 


